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総
務
文
教
常
任
委
員
会

危
険
廃
屋
等
の
管
理
に

関
す
る
条
例
の
執
行
に

つ
い
て

　

８
月
１
日
の
施
行
に
合
わ
せ

規
則
を
作
成
。

　

住
民
か
ら
１
件
情
報
が
あ
っ

た
が
本
条
例
に
は
該
当
し
な

か
っ
た
。

　

危
険
廃
屋
を
確
認
す
る
作
業

を
し
、
地
図
に
落
と
す
。

　

平
成
24
年
度
第
３
回
定
例
会
に
つ
い
て

の
協
議
を
行
っ
た
。
会
期
は
９
月
７
日
か

ら
26
日
の
20
日
間
。

　

決
算
審
査
に
つ
い
て
は
、
議
長
、
監
査

を
除
く
全
員
に
よ
る
決
算
特
別
委
員
会
を

設
置
。
正
副
委
員
長
は
総
務
文
教
、
厚
生

建
設
常
任
委
員
会
か
ら
各
１
人
を
選
出
す

る
。
そ
の
他
の
案
件
と
し
て
、
ま
ち
づ
く

り
志
民
大
学
実
行
委
員
会
よ
り
依
頼
の

あ
っ
た
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
に
自
由
参
加
。

日
程
は
10
月
28
日
シ
ー
メ
イ
ト
ホ
ー
ル
10

時
か
ら
。

　

３
社
合
同
の
工
事
に
向
け
て

の
説
明
会
、
合
同
会
議
を
行
っ

た
。

　

議
会
か
ら
要
請
し
て
い
た
下

請
関
係
に
つ
い
て
、
下
請
二
法

及
び
町
内
業
者
の
協
力
体
制
を

お
願
い
し
て
い
る
と
の
事
で
、

７
月
現
在
10
社
と
な
っ
て
い
る
。

保
育
行
政

待
機
児
童
の
解
消

　

８
月
１
日
現
在
、
保
育
園
入

所
児
童
数
定
員
8
0
0
人
に
対

し
8
6
0
人
。
各
保
育
園
の
待

機
児
童
は
志
免
16
人
、
東
11
人
、

南
４
人
、
亀
山
13
人
、
別
府
つ

く
し
11
人
、
タ
ン
ポ
ポ
５
人
、

あ
い
あ
い
１
人
で
未
入
所
児
童

61
人
。
そ
の
内
実
待
機
36
人
。

　

未
入
所
と
実
待
機
の
捉
え
方

に
つ
い
て
近
隣
自
治
体
の
調
査

を
依
頼
。
依
然
と
し
て
待
機
が

解
消
さ
れ
な
い
状
況
に
あ
り
、

調
査
、
研
究
を
要
請
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
形
式
の
保

育
マ
マ
の
現
地
調
査
を
福
岡
市

で
行
い
、
志
免
町
の
３
園
の
私

立
認
可
保
育
園
に
相
談
し
た
が

難
し
い
状
況
。
町
内
の
４
私
立

P
K
２
の
課
題

　

小
学
２
年
生
ま
で
を
対
象
と

し
た
P
K
２
に
つ
い
て
は
、
今

年
４
月
か
ら
の
法
改
正
で
放
課

後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
移
行
し
、

18
歳
ま
で
が
対
象
と
な
り
、
受

け
入
れ
の
拡
大
が
求
め
ら
れ

る
。
今
後
、
課
題
等
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

が
ん
検
診
の
自
己
負
担
金

　

65
歳
以
上
の
が
ん
検
診
の
自

己
負
担
の
見
直
し
を
行
い
た
い

と
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。
志
免

町
で
は
現
在
検
診
料
は
無
料
だ

が
、
糟
屋
地
区
の
市
町
村
で
無

料
の
と
こ
ろ
は
な
い
。
お
お
む

ね
２
割
の
自
己
負
担
と
な
っ
て

い
る
。
25
年
度
よ
り
65
歳
以
上

を
現
行
無
料
か
ら
１
割
負
担
に

増
額
し
た
い
と
の
こ
と
だ
が
、

負
担
が
ふ
え
受
診
率
が
低
く
な

る
と
、
早
期
発
見
が
お
く
れ
、

医
療
費
も
ふ
え
る
懸
念
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
慎
重
に
す
べ
き
と
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

小
・
中
学
校
の
耐
震
補
強

大
規
模
改
造
工
事
へ
の
要
請

幼
稚
園
に
も
相
談
し
た
い
と
い

う
こ
と
だ
が
、
真
剣
さ
が
感
じ

ら
れ
な
い
。

　

本
気
で
考
え
る
の
で
あ
れ

ば
、
保
育
園
を
新
た
に
つ
く
る

こ
と
も
必
要
。
待
機
児
童
の

30
％
は
届
け
出
保
育
施
設
、
認

定
こ
ど
も
園
に
通
っ
て
い
る
の

だ
か
ら
補
助
金
を
出
し
支
援
す

べ
き
で
あ
る
。

　

町
全
体
の
人
口
の
推
移
や
保
育

ニ
ー
ズ
の
分
析
、
首
長
と
一
緒
に

な
っ
て
対
策
を
つ
く
り
上
げ
る
べ

き
と
指
摘
し
て
い
る
。

議会運営委員会

東小学校の耐震工事

志
免
宇
美
線
の
促
進

　

県
土
木
整
備
事
務
所
と
志
免
、

宇
美
の
３
者
協
議
を
３
月
、
４
月

に
行
っ
た
が
そ
の
後
の
協
議
が
さ

れ
て
い
な
い
。
次
の
事
業
認
可
に

向
け
ま
ず
は
、
吉
原
須
恵
線
ま
で

の
１
１
２
０
m
で

な
く
、
吉
原
北
へ

の
１
６
４
０
m
に

な
る
よ
う
最
大
限

努
力
す
る
よ
う
に

要
請
し
た
。

事
業
系
ご
み
袋

事
業
系
ご
み
袋
を

町
で
作
製
し
た
場

合
の
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
し
た
と

説
明
を
受
け
る
。

袋
の
販
売
方
法
に

も
課
題
が
有
り
業

者
と
の
打
ち
合
せ

が
必
要
。
調
査
を

続
け
る
。

内
水
対
策
工
事

　

九
州
北
部
豪
雨
の
際
、
志
免

町
で
も
３
時
間
で
約
50
㎜
の
降

水
量
で
あ
っ
た
が
浸
水
の
報
告

は
な
い
。
東
区
の
水
路
暗
渠
の

橋
脚
撤
去
、
吉
原
名
店
街
裏
の

水
門
に
転
倒
井
堰
を
設
置
し
た

成
果
が
出
て
い
る
。

完
成
に
向
け
、

　
全
力
で
努
力

内水対策工事（吉原名店街うら）

厚生建設常任委員会
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小
６
、
中
３
の
生
徒
を

対
象
に
し
た
全
国
学
力

テ
ス
ト
が
、
毎
年
春
に
実
施
さ
れ

志
免
町
の
テ
ス
ト
の
結
果
は
一
進

一
退
で
低
迷
。

　

学
力
問
題
を
学
校
任
せ
、
先
生

任
せ
だ
け
で
よ
い
の
か
。

　

全
町
あ
げ
て
取
組
む
課
題
で
あ

る
。

①
「
学
力
向
上
プ
ラ
ン
」
の
取
組

と
成
果
。

②
先
生
の
「
授
業
力
の
向
上
」
の

取
組
み
と
成
果
。

③
生
徒
の
「
家
庭
学
習
力
」
の
取

組
み
と
成
果
。

④
「
授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い

子
」
の
対
策
と
成
果
。

⑤
そ
の
他
「
い
じ
め
と
不
登
校
」

「
小
中
連
携
」「
英
語
教
育
」
の
対

策
な
ど
情
報
を
定
期
的
に
町
民
へ

流
す
べ
き
で
あ
る
。10

月
に
は
今
年
の

春
実
施
さ
れ
た
全

国
学
力
テ
ス
ト
が
公
開
さ
れ
る
。

　

情
報
の
公
表
に
つ
い
て
は
で
き
る

だ
け
前
向
き
で
取
組
む
。

志
免
町
で
は
授
業
に
つ

い
て
い
け
な
い
生
徒
は

小
学
校
で
は
２
割
（
５
０
０
人
）

中
学
校
で
は
３
割
（
３
０
０
人
）

と
推
定
さ
れ
る
。

つ
い
て
い
け
な
い

子
を
引
っ
ぱ
り
あ

げ
る
の
が
先
生
の

使
命
で
あ
り
町
の

責
任
で
も
あ
る
。

町
は
町
費
を
投
入

し
学
級
補
助
員
24

人
体
制
で
少
人

数
、
習
熟
度
別
な

ど
で
学
力
向
上
を

支
援
し
て
き
た
。

　

然
し
結
果
は
不
十
分
。
元
の
学
級

補
助
員
30
人
体
制
に
戻
す
べ
き
で
あ

る
。

テ
ス
ト
の
成
績
が
全
国

に
比
べ
相
当
落
ち
こ
ん

で
い
る
と
懸
念
さ
れ
る
。
つ
い
て
い

け
な
い
子
の
学
力
向
上
に
は
ど
こ
に

手
を
加
え
れ
ば
い
い
の
か
、
加
配
に

つ
い
て
は
30
人
か
ら
24
人
に
減
ら
し

た
が
、
こ
れ
を
元
に
戻
せ
ば
特
効
薬

学
校
補
助
員
30
人
体
制
へ
戻
せ

答
弁
／
学
力
向
上
の
特
効
薬
に
な
れ
ば

に
な
り
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　

子
ど
も
の
教
育
問
題
は
町
の
重
大

な
責
務
で
あ
る
。

現
場
の
校
長
以
下
全
先

生
の
学
力
向
上
へ
の
意

欲
と
気
迫
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
未

来
を
背
負
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め

学
級
補
助
員
30
人
体
制
の
復
活
を

お
願
い
し
た
い
。

牛房 良嗣 議員

補助員との授業の様子

政
治
倫
理
条
例
制
定
か

ら
17
年
が
経
過
し
て
い

る
。

　

よ
り
実
効
性
の
あ
る
条
例
へ
の

見
直
し
を
。こ

の
こ
と
は
議
員
の

方
々
に
も
関
係
す
る
問

題
で
あ
り
、
そ
の
あ
た
り
の
合
意

形
成
が
課
題
。

広
義
的
に
見
る
と
政
倫

条
例
も
情
報
公
開
条
例

の
一
つ
か
と
思
う
。

　

活
用
し
に
く
い
条
例
と
な
っ
て

い
な
い
か
。第

10
条
の
調
査
請
求
が

有
権
者
の
１
０
０
分
の

１
の
連
署
と
な
っ
て
い
る
。

　

ハ
ー
ド
ル
を
低
く
し
、
請
求
し

や
す
く
す
れ
ば
、
一
方
で
権
利
の

濫
用
も
懸
念
さ
れ
る
。

住
民
の
知
る
権
利
は
保

障
す
べ
き
。

　

情
報
公
開
条
例
と
同
じ
く
一
人

で
も
請
求
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き

と
思
う
。

請
求
し
や
す
い
環
境
に

な
る
と
は
思
う
が
、
ま

た
そ
の
弊
害
も
あ
る
。

　

政
治
倫
理
と
い
う
重
要
な
命
題

で
あ
り
、
現
行
の
要
件
で
い
い
と

考
え
て
い
る
。

子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

子
ど
も
が
一
人
の
町
民

と
し
て
尊
重
さ
れ
、
健

や
か
に
育
ま
れ
、
育
つ
ま
ち
。

子
ど
も
の
権
利
条
例
で

も
、
ま
ち
づ
く
り
に
は

大
人
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち

の
意
見
を
聞
こ
う
と
規
定
さ
れ
て

い
る
。
志
免
町
に
何
故
児
童
館
が

な
い
の
か
と
い
う
声
に
ど
う
答
え

る
の
か
。

一
番
の
課
題
が
学
校
施

設
、
教
育
環
境
の
整
備

で
、
約
10
億
円
の
将
来
的
財
政
負

担
が
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
児
童
館

ま
で
は
で
き
な
い
。
ま
ず
は
地
域

公
民
館
の
活
用
を
考
え
た
い
。

小
学
生
だ
け
で
な
く
、

中
高
生
も
使
え
る
施
設

の
考
慮
も
。

指
導
者
等
の
育
成
も
含

め
、
課
題
を
持
っ
て
考

え
る
。

ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る

公
園
が
近
く
に
欲
し
い

と
の
声
に
は
。

地
元
の
要
請
で
禁
止
と

し
て
い
る
。
シ
ー
メ
イ

ト
多
目
的
広
場
を
活
用
し
て
欲
し

い
。

志免町政治倫理条例の見直し
答弁／議員との合意形成が課題

児
童
館
何
故
つ
く
ら
な
い
の

答
弁
／
一
番
の
課
題
は
教
育
環
境
の
整
備

二宮 美津代 議員

二
宮

二
宮

町
長

二
宮

二
宮

町
長

町
長

町
長

二
宮

町
長

二
宮

町
長

二
宮

町
長

ボール遊びが出来ない公園

牛
房

町
長

教
育
長

牛
房

牛
房
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住
民
活
動
団
体
育
成
支
援
助

成
金
事
業
、
協
働
提
案
制
度

の
申
し
込
み
状
況
は
。

団
体
育
成
事
業
は
２
件
、
協
働
提

案
事
業
は
１
件
。

団
体
の
自
由
な
発
想
力
や
行

動
力
、
行
政
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や

情
報
な
ど
相
互
に
生
か
し
合
い
、

課
題
解
決
に
取
り
組
む
と
あ
る

が
、
各
課
の
課
題
と
は
。

協
働
事
業
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
。

高
齢
者
、
障

害
者
福
祉
の

充
実
、特
に
高
齢
者
の
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築
。転

倒
骨
折
予

防
教
室
等
を

地
域
住
民
と
連
携
し
て
支
援
。

花
づ
く
り
、
町
内
の
清
掃
活
動
等

の
参
加
団
体
が
増
え
な
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ア
団
体
と
各
課
の

課
題
が
マ
ッ
チ
す
る
よ
う
に

各
課
共
有
し
て
い
る
か
。

支
援
室
が
担
当
で
回
る
予
定
。

一
部
の
犬
や
猫
の
飼
い

主
の
マ
ナ
ー
が
悪
い
た

め
に
、
犬
、
猫
の
ふ
ん
尿
公
害
に

住
民
は
大
変
迷
惑
を
し
て
い
る
。

飼
い
主
の
マ
ナ
ー
向
上
の
取
組
が

必
要
と
考
え
る
。

　

条
例
の
伝
達
・
周
知
は
行
き
届

い
て
い
る
の
か
。

広
報
誌
、
ま
た
新
規
登
録
者
に
は

説
明
し
て
い
る
。

マ
ナ
ー
違
反
を
し
た
時

は
、
条
例
で
は
指
導
勧

告
、
５
万
円
以
下
の
罰
金
と
あ
る

が
適
用
例
は
。

　

罰
則
金
の
納
付
書
の
存
在
は
。

罰
則
の
適
用
の
経
緯
は
な
い
。
条

例
の
趣
旨
は
罰
則
が
目
的
で
は
な

く
、
マ
ナ
ー
を
守
る
事
が
原
則
。

　

し
か
し
、
今
後
は
検
討
課
題
と

考
え
て
い
る
。マ

ナ
ー
向
上
に
つ
い
て

は
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

や
、
飼
い
主
同
志
で
の
取
り
組
み

も
必
要
で
有
効
的
と
思
う
が
。

非
常
に
難
し
い
と
思
う
が
、
何
か

方
法
が
あ
っ
た
ら
検
討
し
た
い
。

地
域
交
流
課
は
、
各
課
の
課

題
解
決
の
た
め
の
講
座
を
開

く
取
組
み
を
。

可
能
か
と
思
う
。

地
域
・
住
民
活
動
に
は
若
者
、

よ
そ
者
の
協
力
が
必
要
。

　

情
報
の
提
供
、
共
有
が
欠
か
せ
な

い
が
支
援
策
に
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
化
は
。

今
後
の
課
題
。

協
働
の

ま
ち
づ

く
り
の
た
め

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
の
ペ
ー
ジ
を

設
け
て
欲
し

い
。

学
校
評
議
員
と
運
営
協
議
会

の
違
い
は
。

運
営
協
議
会
は
学
校
運
営
に
関
し

て
介
入
で
き
る
権
限
が
与
え
ら
れ

て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

に
よ
っ
て
学
力
が
ア
ッ
プ
し

た
と
、
春
日
市
で
開
催
さ
れ
た
全

国
大
会
で
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

必
要
性
は
。

調
査
研
究
中
。

人
材
の
活
用
で
話
し
合
い
の

場
を
。

無
料
職
業
紹
介
所
縮
小

の
理
由
は
。

開
所
時
は
県
の
補
助
金
を
活
用
。

補
助
制
度
終
了
後
も
継
続
的
な
相

談
者
が
あ
り
、
縮
小
し
て
町
単
独

予
算
の
事
業
と
し
た
。

週
一
日
の
開
設
で
は
タ

イ
ム
リ
ー
に
求
人
紹
介

が
行
え
る
の
か
。

予
算
が
か
さ
む
。

相
談
所
が
生
涯
学
習
一

号
館
に
移
り
わ
か
り
に

く
い
。

　

利
用
者
を
増
や
す
た
め
に
も
Ｐ

Ｒ
対
策
を
。

い
ろ
ん
な
媒
体
で
再
度
Ｐ
Ｒ
を
行

う
。

生
活
保
護
受
給
者
の
稼

働
年
齢
層
へ
の
就
労
支

援
も
町
の
役
割
。

　

相
談
所
の
活
用
を
。

担
当
課
へ
は
有
効
利
用
の
件
は
伝

え
て
い
る
。

飼い犬猫のふん公害に対応を
答弁／前向きに検討したい

学校運営協議会の必要性は
　　　答弁／現在調査を続けている

課
題
解
決
に
講
座
を
開
い
て
は

答
弁
／
講
座
は
開
設
し
て
な
い
が
可
能

無
料
職
業
紹
介
所
の
充
実
を

答
弁
／
実
績
を
踏
ま
え
再
度
検
討
し
た
い

地
域
交
流
課
長

地
域
交
流
課
長

生
活
環
境
課
長

地
域
交
流
課
長

地
域
交
流
課
長

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

生
活
環
境
課
長

生
活
環
境
課
長

生
活
環
境
課
長

堤 久美子 議員助村 千代子 議員

散歩時のマナー

春日市にて全国大会

助
村

助
村

助
村地

域
交
流
課
長

堤堤

福
祉
課
長

健
康
課
長

堤

堤町
長

堤

堤堤

堤

堤

助
村

助
村地

域
交
流
課
長

助
村

地
域
交
流
課
長

助
村地

域
交
流
課
長
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京
都
他
一
連
の
通
学
路

事
故
を
受
け
、
国
・
県

は
通
学
路
の
「
緊
急
合
同
点
検
」

を
実
施
し
た
。

　

志
免
町
の
危
険
箇
所
。
志
免
町

道
で
の
、
通
学
路
の
距
離
と
、
２

ｍ
以
上
の
歩
道
の
整
備
率
は
。
全

国
平
均
は
40
％
、
福
岡
県
平
均
は

37
％
だ
が
。

危
険
箇
所
は
、
小
中
学
校
合
わ
せ

て
15
ヶ
所
。

距
離
は
４
０
．
９
㎞
で
歩
道
の
整

備
は
１
２
．５
㎞
、整
備
率
約
30
％
。

県
が
推
進
し
て
い
る

「
ゾ
ー
ン
30
」「
安
心

歩
行
エ
リ
ア
」
国
が
検
討
し
て
い

る
「
通
学
路
安
全
ア
ド
バ
イ
ス

制
度
」他
、国
・
県
の
動
向
を
し
っ

か
り
把
握
し
、
対
策
す
る
こ
と
も

大
事
。
今
回
の
国
通
達
の
要
項
で

は
「
危
険
箇
所
を
抽
出
し
対
策

案
を
作
成
、
こ
れ
に
従
っ
て
防

犯
・
防
災
等
に
も
留
意
し
て
、
計

画
的
に
対
策
を
実
施
す
る
」
と
あ

る
が
、
志
免
町
の
歩
行
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
活
用
、
一
方
通
行
の
推

進
で
歩
道
の
拡
幅
他
、
既
成
概
念

に
と
ら
わ
れ
ず
対
策
を
す
べ
き
。

町
自
ら
、
危
険
箇

所
を
し
っ
か
り
把

握
し
、
学
校
や
保
護
者
、
町
内
会

な
ど
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
情
報
を

教
育
委
員
会
に
集
約
し
、
危
険
性

等
を
調
査
、
優
先
順
位
を
つ
け
て

通
学
路
の
安
全
確
保
と
整
備
は

答
弁
／
総
点
検
し
強
い
気
持
で
取
組
む

鏡緑道未整備箇所早期整備を
答弁／地元要望も踏まえ整備する

学
校
教
育
課
長

整
備
し
た
い
。

白
線
を
引
い
た
だ
け

で
、
通
学
路
に
認
定
さ

せ
る
国
の
考
え
方
も
間
違
い
だ
が

そ
れ
が
現
実
。

そ
の
中
で
我
々
に
何
が
で
き
る
か

し
っ
か
り
対
策
す
べ
き
。
全
庁
挙

げ
た
「
通
学
路
安
全
対
策
会
議
」

を
設
け
て
取
組
む
べ
き
。

他
で
は
な
く
、
わ
が
町

の
こ
と
と
捉
え
て
、
通

学
路
の
総
点
検
を
し
、
出
来
る
こ

と
は
す
ぐ
や
る
思
い
で
、
関
係
各

課
、
合
議
を
し
な
が
ら
、
わ
が
町

の
子
供
た
ち
を
交
通
事
故
に
遭
わ

せ
な
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
で
取

組
む
。

鏡
地
区
緑
道
の
未
整
備

箇
所
、
１
１
２
ｍ
の
現

況
は
、
撤
退
し
た
隣
接
の
会
社
に

浮
浪
者
、
ガ
ラ
ス
は
割
れ
緑
道
に

散
乱
。
緑
道
は
志
免
の
誇
り
。

即
、
整
備
を
。

地
元
要
望
も
踏
ま
え

整
備
。

町
長

町
長

通
学
路
で
の
交
通
事
故

が
全
国
で
相
次
い
だ
の

で
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り
町
内
を

調
べ
た
。

　

ま
ず
、
子
ど
も
自
身
が
自
主
的

な
判
断
で
安
全
に
通
行
で
き
る
よ

う
に
、
交
通
安
全
教
育
の
基
本
の

徹
底
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

各
小
学
校
を
中
心
に
学
年
別
、
段

階
別
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
充
実
さ
せ
る
。

当
番
で
保
護
者
の
方
が

立
た
れ
て
い
た
が
、
実

践
的
な
交
通
安
全
指
導
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

今
は
学
校
で
の
取
組
み
は
な
い
。

必
要
性
に
つ
い
て
話
し
合
い
た
い
。

通
学
路
に
関
し
て
住
民

の
方
か
ら
の
要
望
の
受

け
皿
と
合
意
形
成
の
ル
ー
ル
は
ど

う
す
る
の
か
。

基
本
的
に
は
学
校

で
取
り
ま
と
め
る

が
、
ケ
ー
ス
バ
イ
・
ケ
ー
ス
の
部

分
も
あ
る
。歩

道
の
設
置
や
道
路
の

拡
幅
、
ま
た
交
通
事
故

だ
け
で
は
な
く
防
犯
も
含
め
て
安

全
対
策
推
進
行
動
計
画
を
策
定
し

た
ら
ど
う
か
。

交
通
安
全
計
画
書

が
あ
る
の
で
今
は

考
え
て
い
な
い
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
の
面

積
と
利
用
者
数
は
。

合
計
面
積
が
１
万
９
，１
４
５
㎡
、

利
用
者
数
は
約
３
４
０
人
程
度
で

す
。

は
っ
き
り
し
た
人
数
、

年
齢
層
は
わ
か
っ
て
い

る
の
か
。

わ
か
り
ま
せ
ん
。

管
理
体
制
、
利
用
者
募

集
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

平
成
11
年
に
各
町
内
会
長
と
農
園

管
理
の
契
約
を
締
結
し
た
が
、
13

年
経
過
し
て
引
き
継
ぎ
が
さ
れ
て

い
な
い
農
園
も
あ
り
、
所
管
課
と

し
て
反
省
し
て
い
る
。

野
菜
づ
く
り
で
健
康
や

生
き
が
い
に
も
な
る
農

園
事
業
は
推
進
す
る
が
、
無
料
で

な
く
多
少
の
負
担
を
お
願
い
し
た

ら
ど
う
か
。

慎
重
に
検
討
。

防犯も含めて通学路の安全を
答弁／行動計画は調査研究させる

フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
の
課
題
等
は

答
弁
／
管
理
方
法
や
利
用
制
度
を
改
善

丸山 真智子 議員

丸
山

丸
山

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

丸
山

丸
山

丸
山

都
市
整
備
課
長

丸
山都

市
整
備
課
長

丸
山都

市
整
備
課
長

丸
山都

市
整
備
課
長

教
育
長

教
育
長

古庄 信一郎 議員

危険な通学路

現在のファミリー農園

古
庄

都
市
整
備
課
長

古
庄

副
町
長

古
庄

古
庄
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医
療
費
無
料
化
の
問
題

で
は
、
先
進
地
と
し
て

古
賀
市
を
初
め
新
宮
町
も
踏
み
出

し
た
。
中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療

費
の
無
料
化
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

　

糟
屋
郡
内
１
市
７
町
の
医
療
費

の
格
差
が
広
が
っ
て
い
る
ど
う
考

え
て
い
る
か
。格

差
が
広
が
っ
た
と
言

わ
れ
れ
ば
そ
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ど
こ
ま
で
無
料
化
で

き
る
か
と
言
え
ば
、
各
町
の
財
政

力
も
あ
る
こ
と
で
す
し
、
全
て
に

お
い
て
そ
の
よ
う
な
措
置
を
講
ず

る
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
。

福
岡
県
下
の
状
況
は
、

18
歳
ま
で
が
、
古
賀

市
、
み
や
こ
町
。

　

中
学
３
年
生
ま
で
、北
九
州
市
、

八
女
市
、
豊
前
市
、
芦
屋
町
、
水

巻
町
、岡
垣
町
、苅
田
町
、上
毛
町
、

築
城
町
。

　

小
学
６
年
ま
で
、
福
岡
市
、
久

留
米
市
、
宗
像
市
、
朝
倉
市
、
遠

賀
町
、
新
宮
町
。

　

小
学
３
年
生
ま
で
、
飯
塚
市
、

柳
川
市
、
行
橋
市
、
中
間
市
、
筑

紫
野
市
、
春
日
市
、
福
津
市
、
嘉

麻
市
、
み
や
ま
市
、
桂
川
町
、
広

川
町
で
県
下
の
３
分
の
１
の
自
治

体
が
こ
こ
ま
で
き
て
い
る
。

住
民
の
福
祉
を
第
一
に
考
え
て
い

る
か
ら
踏
み
切
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

　

県
町
村
会
会
長
の
自
治
体
で
糟

屋
郡
内
一
致
し
て
引
き
上
げ
る
べ

き
だ
。

む
し
ろ
扇
動
し
て
は
い

け
な
い
と
い
う
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
。

　

県
に
対
し
て
乳
幼
児
医
療
費
制

度
の
意
見
書
が
志
免
町
議
会
か
ら

発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

郡
内
町
長
会
で
協
議
し
た
結

果
、今
回
は
小
学
６
年
生
ま
で
「
入

院
の
み
」
無
料
化
す
る
こ
と
に
し

て
い
る
。

共
通
番
号
制
度
で
は
、

個
人
情
報
の
漏
え
い
に

７
割
以
上
の
人
が
不
安
を
感
じ
て

い
る
。

個
人
情
報
が
漏
え
い
し

な
い
よ
う
十
分
に
注
意

を
し
た
い
。

中
学
校
卒
業
ま
で
医
療
費
の
無
料
化

答
弁
／
小
学
６
年
生
ま
で
引
き
上
げ
る

町
長

町
長

共通番号制度で個人情報は守れるか
答弁／十分に注意をする

町
長

末藤 省三 議員

小さな命を守るために

末
藤

末
藤

末
藤
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